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戦略的国際科学技術協力推進事業（日本－フィンランド研究交流） 

 

１．研究課題名：「自己組織化金属錯体による機能性材料の開発」 

２．研究期間：平成 21年  4月～平成 23年 ３月 

３．支援額： 総額 19,000,000円 

４．主な参加研究者名： 

日本側（研究代表者を含め６名までを記載） 

 氏名 所属 役職 

研究代表者 藤田 誠 東京大学大学院工学系研究

科 

教授 

研究者 佐藤 宗太 東京大学大学院工学系研究科 講師 

研究者 村瀬 隆史 東京大学大学院工学系研究科 助教 

研究者 猪熊 泰英 東京大学大学院工学系研究科 助教 

研究者 藤田 大士 東京大学大学院工学系研究科 博士課程学生 

研究者 孫 慶福 東京大学大学院工学系研究科 博士課程学生 

参加研究者 のべ    20名 

 

フィンランド側（研究代表者を含め６名までを記載） 

 氏名 所属 役職 

研究代表者 Kari Rissanen University of Jyväskylä, 

Department of Chemistry, 

NanoScience Center 

Academy Pr

ofessor 

研究者 Juhani Huuskon

en 
University of Jyväskylä, 

Department of Chemistry, 

NanoScience Center 

University

 Lecturer 

研究者 Tanja Lahtinen University of Jyväskylä, 

Department of Chemistry, 

NanoScience Center 

Assistant 

Professor 

研究者 Arto Valkonen University of Jyväskylä, 

Department of Chemistry, 

NanoScience Center 

Post doc. 

研究者 Ngong Kodiah B

eyeh 
University of Jyväskylä, 

Department of Chemistry, 

NanoScience Center 

Post doc. 

研究者 Jens Bunzen University of Jyväskylä, 

Department of Chemistry, 

NanoScience Center 

Post doc. 

参加研究者 のべ     12 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．研究・交流の目的 

 



 ２ 



 ３ 



 ４ 

 

 

 

 

 

６．研究・交流の成果 

 ６－１ 研究の成果 

 

 

 

 

 ６－２ 人的交流の成果 

 相手国からは、本研究交流課題に携わった Jens Bunsen 博士が来日し、藤田研究室で短

期滞在して研究課題を遂行した。合成研究を行うだけでなく、NMR分光器や質量分析計の実

機測定を行うことで、合成化合物の特殊な分析法を相手国グループの若手研究者が十分に

習得することができ、研究交流における人材育成が行われた。また、同氏の講演会を開催

し、研究内容に関する十分な議論を多角的に行うことができ、研究課題の重要性や今後の

発展性を確認できた。 

 日本からは、藤田研究室の講師の佐藤博士が相手国に短期滞在し、国際学会での発表・

大学内での講演・相手国側グループのメンバーとのディスカッションを行った。特に、相

手国側グループおよび構造決定に関わる分析室のメンバーと直接、意見交換をすることで、

研究課題の方針の確認や、研究を遂行する上での問題点を明確に認識して問題解決に至る

道筋をつけることができ、研究交流における若手の人材育成が行われた。 

 研究代表者である、藤田博士、Rissanen 博士が双方に訪問し合い、若手研究者や研究に

携わる学生とディスカッションを行った。それぞれのグループ内だけにとどまらず、互い

に国内講演旅行を計画し、相手国の他の研究機関も含めた多くの研究者と交流することが

できた。 

 

 

７．主な論文発表・特許等（５件以内） 

相手国側との共著論文については、その旨を備考欄にご記載ください。 



 ５ 

論文 

or 

特許 

・論文の場合： 著者名、タイトル、掲載誌名、巻、号、ページ、発行年 

・特許の場合： 知的財産権の種類、発明等の名称、出願国、出願日、 

出願番号、出願人、発明者等 

備考 

論文 “Self-Assembly of M24L48 Polyhedra Based on Empirical Prediction”  

J. Bunzen, J. Iwasa, P. Bonakdarzadeh, E. Numata, K. Rissanen, S. Sato, and M. 

Fujita, Angew. Chem. Int. Ed. 2012, 51, 3161–3163. 

 

論文 “An M18L24 stellated cuboctahedron through post-stellation of an M12L24 core” 
Q.-F. Sun, S. Sato, and M. Fujita, Nature Chem. 2012, 4, 330–333. 

 

論文 "Self-Assembled M24L48 Polyhedra and Their Sharp Structural Switch upon 

Subtle Ligand Variation"  
Q.-F. Sun, J. Iwasa, D. Ogawa, Y. Ishido, S. Sato, T. Ozeki, Y. Sei, K. Yamaguchi, 

and M. Fujita, Science 2010, 328, 1144-1147. 

 

論文 "Template synthesis of precisely monodisperse silica nanoparticles within 

self-assembled organometallic spheres"  
K. Suzuki, S. Sato, and M. Fujita, Nature Chem. 2010, 2, 25-29. 

 

特許 国際出願番号 PCT/JP2010/054008  
国際公開番号 WO/2010/104113 A1  
優先権データ 特願2009-058194  
発明者 藤田誠 佐藤宗太 鈴木康介  

発明の名称 「多面体状遷移金属錯体、超微粒子内包遷移金属錯体およびその製造方

法」  

出願人 独立行政法人科学技術振興機構  

国際出願日 2010年3月10日  

国際公開日 2010年9月16日 

 

 

 


